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三重県立博物館の夏
の風物詩「同定会」。自
然界の様々なものの名
前を、それぞれの分野の
専門の先生方と一緒に調
べようというイベントで
す。「名前が付けられた
時に用いられた基準とな
る標本と、同じものと定
める」ということから、
名前を調べる行為を「同
定」と呼んでいます。し
かし、「同定会」のタイ
トルだけでは何をやって
いるのかわかりにくいの
で、近年はサブタイトル

などをつけて分かりやす
くしています。今年度の
サブタイトルは、「～ピ
カピカの新博物館で開
催！標本の名前を調べて
みよう～」です。毎年恒
例となった同定会は今年
で 51回目を迎え、半世
紀やってきて新たな第一
回目は、来年開館する予
定の三重県総合博物館の
建物で行いました。三重
県総合博物館に博物館機
能が移って、初めてのイ
ベントとなりました。
当日は、化石、鉱物・

岩石、昆虫、貝類、植
物、脊椎動物の分野の
専門家 10人が講師を務
め、77 名の親子連れな
どが来館されました。葉
脈標本を作って持ってき
たり、クワガタムシの種
ごとの特徴を尋ねたり、
標本の作り方や地層の話
を詳しく教えてもらった
りする光景が見られまし
た。さらに今年の同定会
では、三重県総合博物館
に展示するイワシの模型
を、参加者にも作って
いただく「いわしプロ

ジェクト」を同時開催し
ました。この日の漁獲高
は 55匹。イワシの模型
作りのために来館された
親子連れもいて、三重県
総合博物館の展示に参
加しようと意気込んでい
る方々の姿も見られまし
た。 （大島�康宏）

シンポジウム「伊勢をめぐる人・モノ・文化の交流」
日 時 10月６日（日）13：30～ 16：30
場 所 三重県総合文化センター 小ホール
三重の地は、東西交流の結節点であり、全国から大勢の人々がお伊勢参りに訪れたことから、人やモノ、文化の交流

が盛んに繰り広げられました。このような伊勢をめぐる交流は、現在までに伝えられてきた美術や資料の歴史などによっ
てうかがい知ることができます。
このシンポジウムでは、伊勢をめぐる交流を物語るさまざまな資料を取り上げ、基調講演や県立博物館・県立美術館・
斎宮歴史博物館の学芸員の報告、講演者・学芸員による対談を通して、伊勢の魅力に迫ります。

まちかど博物館 三重のまんなか博覧会
日 時 10月 26日（土）～27（日）10：00～ 16：00
場 所 ポルタひさい
まちかど博物館とは、コレクションや伝統の技、手仕事などを仕事場の一角

や個人のお宅などで館長さんの語りとともに見ることができ、地域資源を再発
見して活用することで地域振興や観光にも力を入れている新しい形の博物館で
す。津市・松阪市嬉野エリアのまちかど博物館が中心となり、博覧会を行います。
当日は体験・実演コーナーもあり、みんなが楽しめるイベントです。

三重しぜん文化祭 in くわな 新県立博物館シンポジウム

みんなでつくる博物館会議

日 時 10月 26日（土）13：40～ 16：00
場 所 桑名市民会館 小ホール
三重県内で活動をする自然団体が集まる三重しぜん文化祭において、シンポ

ジウムを開催します。テーマは「知ってる？博物館のこんな使い方」です。博
物館に直接関わっていただいている方を招いて様々なお話をしていただきます。
またしぜん文化祭自体は 26日（土）～ 27日（日）に行われており、各団体が、
ブースにて日ごろの活動の紹介や研究成果を発表します。ものづくり体験や工
作などのワークショップもあり、子どもも大人も楽しめるイベントです。

日 時 11月 17日（日）
場 所 三重県総合博物館
博物館を利用する方法について県民や利用者のみなさんと意見交換会を行い

ます。討論も交えて博物館の利用のあり方を一緒に検討します。

お問い合わせ

三重県環境生活部新博物館
整備推進プロジェクトチーム

〒514-0061  三重県津市一身田上津部田 3060

（代表）

三重県総合博物館内

TEL：059-228-2283
FAX：059-229-8310
E-mail shinhaku@pref.mie.jp

新県立博物館の情報は、
ホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.mie.lg.jp/
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お知らせ
Event Information

H25 年度 同定会 ～ピカピカの新博物館で開催！標本の名前を調べてみよう～
A special yearly gathering of specialists to identify biota from the public.

会場での様子


